
  ボールレポート 
 

センター名 品川プリンスホテル BC （合成） 
 

ボール名 

BREAK POINT 
 

投球者 玉置幸一郎 P 日付 2009年 3月 
   

 

レイアウト 

テストボール 
ボール名： ブレイクポイント 

PAP⇒ピン：  

表面加工： 箱出し  
 

 

比較対象ボール 

ボール名：   
PAP⇒ピン：   

表面加工：   

 

特性チャート  

 

 
総合評価  
 

アブラロン 4000 番の表面加工の影響も大きいのか、高慣性のＲＧ値から、スキッ
ドしすぎてしまうのでは？と思いましたが、カバーがしっかりと吸着するので、思い

のほか安定した曲がりを供給します。 
 
全体的にバランスの良いボールに仕上がっています。 
 
ピンアクションも良く、ピンが良く倒れます。 
 

ダイフクキュービカエーエムエフカンパニー 
東京都港区芝２－１４－５ 芝千歳ビル 4階 
TEL. 03-3456-2253 FAX.03-3456-2313 

60ft. 0ft. 15ft. 30ft. 45ft. 

ピンアクション 
 （内：悪・良：外） 

バックエンドの 

パワー持続 

（内：悪・良：外） 

安定感（内：悪・良：外） 

手前の転がり 

 （外：よく転がる・ 

すべる：内）   

スキッド

（外：長い・短い：

内）

曲がり幅  
（外：大きい・小さい：内） 

 ピン PAP CG バランスホール     マスバイアス 

当社の製品情報はホームページからご覧いただけます。 
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